
鳥
坂
神
社
（
橿
原
市
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
橿
原
市
鳥
屋
町

の
１

（
祭
神
）
豊
受
比
咩
命

（
交
通
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築
坂
邑
伝
承
地
に
鎮
座

鳥
坂
神
社
は
橿
原
市
と
高

取
町
の
境
界
の
貝
吹
山
か
ら

北
に
伸
び
る
丘
陵
近
く
の
鳥

屋
町
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

近
鉄
橿
原
神
宮
前
駅
西
口

か
ら
県
道
を
西
に
進
む
と
、

鳥
屋
集
落
の
入
口
に
「
築
坂

邑
伝
承
地
」
の
碑
が
あ
り
ま

す
。
「
日
本
書
紀
」
に
よ
る

と
、
橿
原
宮
に
即
位
し
た
神

武
天
皇
に
日
向
か
ら
付
き
従

い
、
神
武
東
征
で
活
躍
し
た

道
臣
命
（
大
伴
氏
の
祖
）

は
築
坂
邑
に
宅
地
を
与
え
ら

れ
た
と
さ
れ
ま
す
。
現
在
の

鳥
屋
町
一
帯
と
い
わ
れ
ま

す
。元

は
高
皇
産
霊
命
と
大

伴
氏
の
始
祖
の
天
押
日
命

を
祭
っ
た
の
が
始
ま
り
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
室
町
時

代
の
「
五
郡
神
社
記
」
で
は

大
伴
神
社
と
も
呼
ば
れ
ま
し

た
。
明
治
以
降
に
祭
神
は
伊

勢
神
宮
外
宮
の
祭
神
で
あ
る

豊
受
比
咩
命
と
な
り
ま
し

た
。近

く
に
は
陵
墓
と
さ
れ
て

い
る
宣
化
天
皇
陵
の
身
狭

桃
花
鳥
坂
上

陵

や
倭

彦

命
の
身
狭
桃
花
鳥
坂
墓
が

あ
り
ま
す
。
築
坂
は
桃
花
鳥

坂
と
も
書
か
れ
、
社
名
の
鳥

坂
は
桃
花
が
略
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
桃
花
鳥

と
は
か
つ
て
全
国
で
生
息
し

た
朱
鷺
の
こ
と
で
、「
ト
キ
」

が
な
ま
っ
て
「
ツ
キ
」
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
、
二
つ
の
陵

墓
の
名
称
に
「
ツ
キ
サ
カ
」

の
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

朱
鷺
の
羽
の
色
を
可
憐
な
桃

の
花
に
見
立
て
た
古
代
人
の

感
性
の
豊
か
さ
が
伝
わ
り
ま

す
。社

殿
は
高
台
に
位
置
し
、

境
内
か
ら
は
ふ
も
と
に
神
武

天
皇
陵
が
あ
る
畝
傍
山
が
き

れ
い
に
望
め
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

森
川
祐
美
）

鳥
坂
神
社
拝
殿
‖
橿
原
市
鳥
屋
町
で


